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＜要旨＞ 

生体に手術などの侵襲が加わると、各種サイトカインやケモカインの産生が増強され、

CRP(C-reactive protein)などの急性期蛋白の産生促進や好中球増加などの生体反応が生じる。さらに

侵襲が過剰になると、細胞性免疫が過剰に働き、Systemic inflammatory response syndrome（SIRS）

から、組織破壊さらには多臓器不全へと進行し致死的状況に陥る可能性があることは周知の事実であ

る。術後の morbidity や mortality を減少させるためには、可及的に SIRS の状態を回避することが不

可欠であることは容易に想像できる。そこで今回、胃癌症例においてさらなる治療成績の向上のために、

より生体に低侵襲な腹腔鏡下手術は SIRS 状態を軽減し、ひいては合併症の予防につながり、最終的に

胃切除後の予後を延長させる可能性があると推察された。 

＜研究シーズ説明＞ 

当科において切除術を施行した胃癌症例を対象として、以下の項目につき検討する。 

１． 術後血液検査所見（炎症および免疫関連項目） 

２． 腹腔内におけるサイトカインやケモカイン、免疫関連因子などの遺伝子発現 

３． 腹腔内への好中球浸潤 

 

当科において施行した胃癌手術症例 200 例 

 

 

閉腹直前の腹腔内洗浄液 50ml を回収 

 

 

遠心分離後にペレットを回収し凍結保存 

 

 

Total RNA を抽出し cDNA を作成する     赤血球を除去 

 

 

Real time RT-PCR               フローサイトメロリー 

 

 

 

mRNA 定量            細胞分画の検討                    

 

・ケモカイン（CCL2,CCL3,CCL4,CCL5,IL-8）     Granulocyte/Lymphocyte 

・免疫抑制因子（IDO,VEGF-A）                     (G/L ratio) 

・MMP9,CXCR2 

 

 

＜アピールポイント＞ 

腹腔内のケモカインおよび免疫関連因子の遺伝子発現を調べ、開腹手術と腹腔鏡下手術との腹腔内環

境の相違について検討し、腹腔鏡下手術の低侵襲性を科学的根拠に基づいて立証する。 

 

＜利用・用途・応用分野＞ 

腹腔鏡下胃切除術が胃癌に対する標準術式と認識され、合併症発生率の低減や入院加療日数の減少に

つながり、国家の医療経済にも大いに貢献できる可能性につながる。 
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＜関連するＵＲＬ＞ 

http://www.med.osaka-cu.ac.jp/surgical-oncology/ 

 

＜他分野に求めるニーズ＞ 

なし 
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